










The popularization of Hagakure in 1930’s Japan
Shinko TANIGUCHI
Abstract
　The early 18th-century text Hagakure, compiled by Yamamoto Jōchō and Tashiro Tsuramoto, is one of the semi-
nal texts in bushido thought, and is particularly famous for the expression: “The way of the warrior can be found 
in death.” However, scholars have interpreted these sorts of phrases without considering the interpersonal rela-
tions between Jocho and Tsuramoto, neglecting political and social context unique to the Saga domain during the 
Edo period.
　Hagakure consists of two parts: one is the advice from Jocho to Tsuramoto as retainers in service to their lord; 
the other is a series of historical anecdotes of Saga lords and retainers during the 17th century. The former part was 
published as the abridged version just after the Russo-Japanese War. Even after the publication of both parts of 
Hagakure during World War I, though, Hagakure was not much noticed, except for some persons who started 
researching Hagakure as an Edo-period source.
　Remarkable military feats of Saga soldiers at Manchuria and Shanghai were the initial impetus and opportunity 
for the Japanese public to adopt the Hagakure spirit. Particularly “The Three Bombers”, who sacrificed their lives 
for the victory at Shanghai, were passionately admired because of their bravery and patriotism toward their nation 
even though they were not professional soldiers. Newspapers were eager to report all efforts to console their 
souls; movies and music dramatically expressed their courage in their honorable action, which greatly moved the 
ordinary people. One of “The Three Bombers” was from Saga. In Tokyo, a writer, Ōki Yodo, beginning in 1936, 
published a series of books introducing Hagakure in plain Japanese and popularizing Hagakure outside Saga area.
　Characteristics of Hagakure, – military exploits of Saga soldiers, the strategy of affecting people emotionally 
with mass- media, the educational efforts to teach local patriotism, the passionate nationalism of the ordinary peo-
ple, the education of the minds who demanded “Japanese ethos,” – all merged to remake Hagakure spirit as a 
special ethos for the Japanese people.
　Under the political, social and cultural conditions that prevailed before and during the Pacific War, the 
Hagakure spirit was gradually accepted as something that all Japanese people, with their shared blood, should 
have.
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画の調査結果によると、満州事変以来、3月 5日までの間にニュースが 1900本余り、劇映画が約 600本制作
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（3）空閑少佐の自決
　佐賀出身の空閑昇少佐は、「葉隠」愛読者であった。1910年陸士卒でシベリア出征を経験し、1930年歩兵
第 7連隊大隊長となった。1932年 2月、第 1次上海事変に出征するが、人事不省に陥って敵側の捕虜になっ
たため、帰還して後始末をしたのち、3月 28日に部下が戦死した場所でピストル自殺した⒅。

















































































































































































































































　大木の『葉隠論語』は 1936年 3月 10日に 50銭で教材社より刊行されたが、3月 15日には早くも再版、4
月 2日に三版と、出版の勢いはすさまじかった。その後、『葉隠論語抄』とタイトルが変わる（ただし、外装
の表紙には「鍋島秘書　葉隠論語抄本」、内表紙は「葉隠論語抄」となっている）。目次、ページ数、内容はす
べて同じで、1939年 11月 15日刊行の『葉隠論語抄』奥付によれば、1936年 12月 10日 10版、1938年 6月
























書名 出版社 出版年 備考
鍋島論語葉隠全書　上巻 教材社 昭和 11（1936）年
鍋島論語葉隠全書　下巻 教材社 昭和 11（1936）年
葉隠論語 教材社 昭和 11（1936）年 のちに『葉隠論語抄』と改題
人の行き方 教材社 昭和 11（1936）年
解説　福澤諭吉処世の書 教材社 昭和 11（1936）年
現代語訳貝原益軒養生訓 教材社 昭和 11（1936）年
鍋島論語葉隠読本 教材社 昭和 12（1937）年
愚見集 教材社 昭和 12（1937）年
宮本武蔵五輪書 教材社 昭和 12（1937）年
人生と兵法 教材社 昭和 12（1937）年
論語読本・生活と教養 教材社 昭和 12（1937）年
人生のための兵法 教材社 昭和 13（1938）年 増補改訂版が昭和 15（1940）年
に教材社から刊行
葉隠講話 三笠書房 昭和 13（1938）年
成功者に学ぶ 教材社 昭和 14（1939）年 増補改訂版が昭和 15（1940）年
に教材社から刊行
人生のための新論語 教材社 昭和 14（1939）年
現代語訳葉隠全集　上 教材社 昭和 15（1940）年
現代語訳葉隠全集　中 教材社 昭和 15（1940）年
現代語訳葉隠全集　下 教材社 昭和 15（1940）年
ここに道あり：葉隠物語（青少年文庫 4） 日本青年館 昭和 15（1940）年
良将言行録（青少年文庫 14） 日本青年館 昭和 16（1941）年
随筆武士道 教材社 昭和 16（1941）年
闘戦経 教材社 昭和 18（1943）年
葉隠修養訓 教材社 昭和 18（1943）年
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　対して、大木『葉隠論語（抄）』は 100頁ほどの小冊子であり、東京の教材社から定価 20銭、送料 2銭で
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れたとする。本書は 202頁の四六判で、大木の著書と同じく人気があったらしい。1939年 1月 18日の『東京
朝日新聞』朝刊広告文には、「説くところは言々句々すべて武士道の極意であると共に現世の要訣たらざるは
なく、「飽くまでやり通す」の徹底主義こそ其の真骨頂」「大好評・再版出来」とあるので、12月発売の本が






　また 1938年版にはなかった 28項目が追加され、202頁から 238頁へと分量も増えた。まず冒頭に「徹底
する處に勝あり」「不徹底は怯懦なり」「武士道は日本国民の性格なり」の 3項目が追加された。徹底する處に
絶大な力が存在するのであり、それは「興亜の聖戦」における壮絶悲絶の話に表現されているという29。
　さらに「弁護を要しない凜然たる正道、云ふ必要がない美しさ、それが日本国民の姿」であり、日露戦争後
に重野安繹が述べた「武士道は日本の国体と云ふ程のものである」の言葉を引用し、武士道は武士のものでは
なく、古来からあった精神が武家時代に武士道と称されたに過ぎない、とする。武士道の精神を実践する日本
魂は、七転び八起きの精神にもとづく徹底であると主張している30。
　したがって「葉隠」本文も現代的に解釈される。試みに、「葉隠」の書き下し文と、松波治郎の現代的解釈
を並べてみよう。
奉公人は一向に主人を大切に歎くものなり。これ最上の被官なり。御当家御代々、名誉の御家中に生れ出
で、先祖代々御厚恩の儀を浅からぬ事に存じ奉り、身心を擲ち、一向に歎き奉るばかりなり。此の上に智
慧、芸能もありて、相応くの御用に立つは猶幸なり。何の御用にも立たず、不調法千万の者も、ひたすら
に歎き奉る志さへあれば、御頼り切りの御被官なり。智慧、芸能ばかりを以て御用に立つは下段なり。
日本国民たるものは、たゞ　陛下の御為、日本皇国の為、こればかりを願ふものが最上の国民である。世
界無比万世一系の皇国民と生れ来て、先祖代々から、御歴代天皇の御恩寵を忝うし、今日に到つた此の有
難さに感泣して、身心を擲つて、たゞ一心、君国に報ずるばかりである。尚その上に学問、才能があつて、
自分相応の国家の御用に立つことが出来れば幸であるが、たとひ何の御用にも立たぬ身、不調法千万の身
であつても、たゞたゞ報国の念に燃ゆるものであれば、それで立派な日本国民である。学問や芸能ばかり
で御用に立つのは下の下である。これは外人の雇教師みたいなものである。学問や芸能が先きで、根本の
忠を忘れたものは日本国民とは云へない。君国に報ずるの念からの学問、芸能であつて、自分の欲望を達
する為の学問、芸能であつたり、学問、芸能の為の学問芸能であつてはならないのである。31
　鍋島氏と家臣は天皇と日本国民に置き換えられ、鍋島家への忠義は日本皇国への忠義に読み替えられてい
る。このような読み替えが、違和感なく行われたところに、太平洋戦争直前の日本の時代状況が反映されてい
ると言えよう32。
──────────────────────────────────────────────────────────
28　1942年刊行の戦時普及版『葉隠武士道』の内容は、『葉隠武士道』初版に加筆された『葉隠武士道精神』なので、注意を要
する。
29　前掲『葉隠武士道精神』3頁。
30　同右、10～13頁。
31　同右、24～26頁。
32　武士の主従関係と、天皇と国民の関係をアナロジカルにとらえる素地を理解するには、軍人勅諭、教育勅語、国民道徳論な
どの検討が必要だが、後日を期したい。
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1930年代の日本における「葉隠」の普及過程
おわりに
　「葉隠」はもともと、修養書的性格と歴史書的性格の二面をあわせ持っていた。ときには諫言に対して、切
腹すら命じる主君に苦労しながら、御側仕えの奉公のあり方を具体的に述べた「葉隠」の前半部分が、主に「鍋
島論語」のイメージを作り、後半部分で取り上げられた藩主・藩士の事績から、葉隠精神の具現化とみなせる
事例が選ばれ、紹介された。さらにその「読み」の手法は、当時の軍人や中世武士にも適用され、「発見」さ
れた葉隠精神は、歴史貫通的な精神へと昇華されていく。
　このような読み替えには、佐賀出身軍人の戦地における行動が与えた影響が大きい。彼らの戦功は演劇や映
画、歌や琵琶などで賞賛され、追悼会・慰霊祭が実施され、人々の記憶に残るものとなった。「軍人の活躍に
息づく葉隠精神」という文脈で、「葉隠」は佐賀で取り上げられた。それに目をつけたのが、大木陽堂である。
彼は東京の出版社から、全国の一般大衆に向けてわかりやすくその内容を説いた。そして「葉隠」の関連書が
次々と出された。当時の佐賀出身の陸海軍人による実践は、葉隠精神の具体的表現であると解釈され、「葉隠」
自体が時間を超越した、日本民族の根底に流れる精神の表現として読み替えられていく。
　「葉隠」という作品の性格、佐賀出身軍人の「活躍」、佐賀の郷土愛とその発信、「日本精神」を求める当時
の識者や国家政策、それに乗じたマスメディアや興行界、同調する「愛国的」有識者などの動きが複雑にから
みあった結果、「葉隠」の存在は 1930年代に知られるところとなり、日本民族の精神の発露として読み替え
られ、佐賀の「葉隠」は日本の「葉隠」へ変貌していくのである。
　「葉隠」の本格的普及は 1940年以降のことになる。1940年には大木陽堂が現代語訳を出版し、『大日本文庫　
第 14　武士道集中巻』（大日本文庫刊行会）が、井上哲次郎校訂「葉隠」抄録を収載し、和辻哲郎・古川哲史
校訂『葉隠』岩波文庫版の上巻が刊行される。1941年 1月 8日には、東条英機陸相が「戦陣訓」を下達し、
同日の『朝日新聞』朝刊 7頁に掲載された東条の談話では、「葉隠論語」に言及している。井上哲次郎・中山
久四郎共著『戦陣訓本義』（広文堂書店、1941年）では、戦陣訓本訓「其の二」の「第七　死生観」の説明で、
「鍋島藩の武道訓として名高い『葉隠』に、武士道とは死ぬことゝ見つけたりといひ」という記述がみえ、井
上哲次郎監修『武士道全書』第六巻（時代社、1942年）には「葉隠」が抄録された。次稿では 1940年代前半
の「葉隠」受容について考察したい。
【付記】 　本研究は平成 26年度～28年度科学研究費補助金・基盤研究（B）（研究代表者：谷口眞子）「軍事史的観点からみた一
八～一九世紀における名誉・忠誠・愛国心の比較研究」（研究課題番号 26284089）、及び早稲田大学の 2018年度特定課題
研究助成費（特定課題 B）（研究代表者：谷口眞子）「越境する軍事史─ 19世紀を中心とした人と学知の交流」（課題番号
2018B-045）による研究成果の一部である。
